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も く じも く じ

初
夏
の
暑
さ
が
身
に
し
み
始
め
た
6
月
の
日
曜

日
、
秋
田
県
旧
阿
仁
町
の
根
子
集
落
で
「
第
一
回

根
子
菜
の
花
番
楽
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
休

耕
田
に
植
え
ら
れ
た
菜
の
花
を
背
景
に
、
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
根
子
番
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
祭
り
だ
。

そ
の
仕
組
み
が
す
こ
ぶ
る
楽
し
い
。
盆
地
に

な
っ
た
根
子
に
入
る
に
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
ト

ン
ネ
ル
し
か
な
い
。
そ
こ
を
抜
け
た
集
落
の
入
口

に
関
所
（
受
付
）
を
設
け
、
秋
田
杉
で
作
っ
た
入

村
手
形
を
2
、
0
0
0
円
で
買
っ
て
も
ら
う
。
昼

食
付
は
プ
ラ
ス
千
円
。
こ
の
入
村
手
形
を
首
か
ら

か
け
て
お
け
ば
、
こ
の
一
日
、
根
子
で
催
さ
れ
る

祭
り
の
行
事
に
全
て
参
加
で
き
る
。

10
時
半
の
開
会
と
同
時
に
、
参
加
者
は
集
落
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
た
り
、マ
タ
ギ
の
守
り
神「
山

神
社
」
に
参
っ
た
り
、地
元
産
品
を
買
っ
た
り
と
、

て
ん
で
に
楽
し
ん
で
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

交
流
施
設
「
二
又
荘
」
で
〝
マ
タ
ギ
と
の
語
ら
い
〞

が
始
ま
っ
た
が
、
希
望
者
が
会
場
に
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
人
気
。
迫
力
の
あ
る
本
物
の
マ
タ
ギ
の

話
や
、
子
ど
も
の
頃
、
熊
に
襲
わ
れ
た
経
験
を
持

つ
元
住
民
の
体
験
談
に
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
た
。

地
元
食
材
を
使
っ
た
昼
食
や
冬
の
楽
し
み
の
寶
引

き
も
楽
し
ん
で
い
た
。

何
と
い
っ
て
も
圧
巻
は
、
廃
校
と
な
っ
た
根
子

小
学
校
の
講
堂
で
演
じ
ら
れ
た
番
楽
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
達
を
中
心
に
演
じ
ら
れ
る
迫
力
溢
れ
る
演

技
に
参
加
者
は
圧
倒
さ
れ
た
。

戸
数
70
戸
、
約
1
7
0
人
の
過
疎
化
す
る
集
落

が
、
こ
の
日
は
3
0
0
人
を
超
す
人
た
ち
で
賑

わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
集
落
内
で
若
者
や
子
ど
も
の

姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
が
、
こ
の

日
ば
か
り
は
祭
り
を
支
え
る
若
者
や
走
り
回
る
子

ど
も
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
当
初
は
集
落
の

人
た
ち
が
県
内
に
住
む
親
戚
に
呼
び
か
け
る
程
度

で
、
と
考
え
て
い
た
こ
の
祭
り
だ
が
、
秋
田
根
子

の
会
の
協
力
で
、
宮
城
県
や
関
東
か
ら
も
多
数
が

駆
け
つ
け
た
。

き
っ
か
け
は
3
年
前
、
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
を

契
機
に
、住
民
が
再
度
、集
落
を
見
直
す
こ
と
だ
っ

た
。
自
治
会
を
は
じ
め
根
子
番
楽
保
存
会
、
婦
人

会
な
ど
、
集
落
内
の
各
住
民
グ
ル
ー
プ
が
横
断
的

に
協
力
し
合
い
、
根
子
集
落
始
ま
っ
て
以
来
の
協

働
の
祭
り
が
開
催
で
き
た
。風
の
便
り
に
よ
る
と
、

こ
の
冬
に
は
楽
し
み
を
倍
加
し
た
厳
冬
期
ツ
ア
ー

も
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

根
子
番
楽
（
秋
田
県
旧
阿
仁
町
）

閑話休題

根
子
・
菜
の
花
番
楽
ま
つ
り法

政
大
学
教
授　

岡 

﨑　

昌 

之

お
か

ざ
き

ま
さ

ゆ
き

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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藤
原
会
長
は
、
は
じ
め
に
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
等

に
よ
り
地
域
が
疲
弊
し
て
い
る
中
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
「
自
主
財
源
の
増
額
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
、
先
般
決
定
さ
れ
た
今
年
度
の
総
額
が
1
兆
円
増
額
さ
れ
る
と
と

も
に
、
段
階
補
正
の
一
部
復
元
等
の
措
置
に
よ
り
殆
ど
の
町
村
で
増
額
に
な
っ
た
こ

と
に
対
し
謝
意
を
述
べ
、
引
き
続
き
交
付
税
の
総
額
確
保
と
今
回
3
分
の
1
の
措
置

に
止
ま
っ
た
段
階
補
正
の
全
額
復
元
を
要
望
し
た
。
一
方
、
一
括
交
付
金
に
つ
い
て

は
地
域
主
権
戦
略
大
綱
で
財
政
力
の
弱
い
団
体
に
対
す
る
配
慮
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
懸
念
、
今
後
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
町
村
の
意
見
を
十
分
反
映
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

　

次
に
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
、
廃
止
を
求
め
る
関
係
団
体
の
動
き
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
税
収
の
7
割
が
山
村
地
域
で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
所
在
市
町
村
に
交

付
さ
れ
、
環
境
保
全
な
ど
の
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
制
度
を

堅
持
す
る
よ
う
求
め
た
。
加
え
て
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
に
つ
い
て
、
今
後

本
格
化
す
る
議
論
に
あ
た
り
、
全
国
の
多
く
の
市
町
村
や
市
町
村
議
会
が
提
唱
し
て

い
る
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
森
林
の
整

備
・
保
全
や
森
林
・
林
業
を
支
え
る
山
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
確
固
た
る
税
財

源
の
制
度
化
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
の
で
、
理
解
と
そ
の
趣
旨
が
最
大
限
活
か

さ
れ
る
よ
う
支
援
願
い
た
い
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
を
創
設
す
る
場

合
は
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
と
納
得
を
得
る
た
め
に
も
、
地
方
の
意
見
を
充
分
に
踏

ま
え
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
国
保
の
安
定
運

営
を
将
来
に
亘
っ
て
確
保
す
る
た
め
、
個
々
の
保
険
者
の
財
政
負
担
及
び
事
務
負
担

の
増
加
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
役
割
分

担
が
明
確
な
制
度
と
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
、
鳥
獣
害
対
策
予
算
が
削
減

さ
れ
、
町
村
の
実
施
計
画
が
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
説
明
。
農
水
省
所
管
の
案

件
で
は
あ
る
が
、
町
村
の
農
林
業
と
住
民
生
活
を
守
る
た
め
、
財
源
確
保
に
つ
い
て

支
援
願
い
た
い
と
要
請
し
た
。

　民主党の総務部門会議（座長・福田昭夫衆
議院議員）は 8月23日、平成23年度概算要求
について地方六団体等からヒアリングを行
い、本会からは藤

ふ じ

原
は ら

忠
た だ

彦
ひ こ

会長（長野県川
か わ

上
か み

村
長）が出席した。藤原会長は町村の実情を踏
まえ、地方交付税の所要額の確保やゴルフ場
利用税の堅持、全国森林環境税の創設、後期
高齢者医療制度の見直し、鳥獣被害対策等に
ついて意見陳述を行った。

△

意
見
を
述
べ
る
藤
原
全
国
町
村
会
長

23年度概算要求で
藤原会長が意見陳述

民主党総務部門会議
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東
京
大
学
名
誉
教
授
　
西 

川
　
治

町
長
発
止
と
語
り
き

豊
か
な
巡
り
合
い
は
人
生
の
宝

　

全
国
町
村
会
と
の
ご
縁
は
、今
か
ら
二
、

三
〇
年
前
に
遡
り
ま
す
。
当
時
私
は
立
正

大
学
文
学
部
に
奉
職
中
で
し
た
が
、
昭
和

六
三
年
の
早
春
某
日
に
自
治
省
の
木
村　

仁
さ
ん
（
前
参
議
院
議
員
）
か
ら
じ
き
じ

き
『
町
村
週
報
』
表
紙
欄
の
〝
閑
話
休
題
〞

に
執
筆
す
る
よ
う
に
と
の
、
お
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
第
一
回
が「
夢
ご
よ
み
」

（
一
七
九
二
号
、
一
九
八
八
・
四
・
一
一
）

で
、最
終
回
が
「
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
」（
二

三
九
九
号
、
二
〇
〇
二
・
五
・
二
七
）、

そ
の
間
に
全
部
で
百
一
編
に
達
し
ま
し

た
。
昨
年
末
に
は
こ
れ
ら
を
小
冊
子
『
還

暦
後
の
悦
生
集
』（
私
家
版
）
に
ま
と
め

ま
し
た
。
今
年
の
半
ば
に
満
八
五
歳
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
か
げ
で
よ
い
記
念
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
の
関
心
領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
行
政
地
理
学
の
立
場
で
脇

役
な
が
ら
、
自
治
問
題
や
地
域
振
興
な
ど

に
つ
い
て
も
長
年
に
わ
た
り
関
与
し
て
き

ま
し
た
。
今
か
ら
二
五
年
以
上
も
前
に
な

り
ま
す
が
、
当
時
は
三
全
総
時
代
、
民
間

の
地
域
主
義
気
運
も
広
が
り
、
ふ
る
さ
と

創
生
資
金
な
ど
に
支
え
ら
れ
て
、
市
町
村

当
局
の
創
意
工
夫
に
よ
る
公
益
施
設
づ
く

り
や
町
並
み
整
備
な
ど
が
、
競
い
合
う
よ

う
に
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
の
陣
頭
指
揮
に

あ
た
っ
た
首
長
さ
ん
た
ち
、
と
り
わ
け
町

村
長
さ
ん
の
お
人
柄
や
苦
労
話
な
ど
も
、

地
域
研
究
者
の
立
場
で
実
地
取
材
し
て
学

界
・
教
育
界
の
み
な
ら
ず
、広
く
世
間
に
紹

介
し
て
み
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
二
年
四
月
一
日
当
時
全
国
の
市

町
村
数
は
三
二
五
五
、
そ
の
う
ち
町
は
一

九
九
三
、
村
は
六
一
一
、
国
土
の
半
分
以

上
が
町
域
（
町
村
面
積
は
七
割
）
で
あ
り
、

国
民
の
五
人
に
一
人
は
町
村
の
住
民
。
歴

史
的
情
緒
を
保
つ
小
都
市
を
核
と
す
る
町

も
多
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
地
方
の
時
代
に

も
っ
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
た
い
と

願
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

折
り
し
も
、
平
凡
社
の
あ
る
刊
行
記
念

祝
賀
会
で
、
た
ま
た
ま
隣
合
わ
せ
に
同
席

さ
れ
た
雑
誌
『
太
陽
』
の
編
集
長
鷲
巣　

力
さ
ん
に
持
論
の
企
画
を
持
ち
か
け
て
み

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
八
地
方
か
ら

各
お
一
人
、
町
起
こ
し
で
奮
闘
し
て
い
る

著
名
な
町
長
八
氏
を
選
ん
で
、〝
打
打
発

止
〞
と
や
り
合
っ
て
み
た
い
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
、
と
。

　

ま
さ
に
打
て
ば
響
く
よ
う
な
応
答
。
た

だ
し
、連
載
は
半
年
か
一
年
と
の
決
ま
り
。

な
れ
ば
一
二
名
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て

〝
ハ
ッ
シ
〞
の
語
呂
合
わ
せ
は
消
滅
。
毎

回
一
泊
二
日
が
標
準
、
出
版
社
か
ら
は
カ

メ
ラ
マ
ン
が
同
行
、
町
長
の
尊
顔
写
真
を

大
き
く
、
町
域
の
特
徴
的
な
風
景
や
郷
土

料
理
な
ど
も
載
せ
る
と
い
っ
た
格
別
の
配

慮
に
感
謝
感
激
。

　

だ
が
、
私
は
約
二
年
後
に
東
京
大
学
の

定
年
退
職
を
控
え
て
超
多
忙
な
の
で
、
毎

月
一
回
は
と
て
も
無
理
。
そ
こ
で
畏
友
の

服
部
銈
二
郎
（
立
正
大
学
教
授
）
と
市
川

健
夫（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）の
二
方（
人

文
地
理
学
者
）
に
協
力
を
仰
ぎ
、
各
人
が

選
ん
だ
四
町
長
に
面
接
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
大
判
雑
誌
に
五
ペ
イ

視
点
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ジ
の
連
載
、
そ
の
大
き
な
見
出
し
は
「
名

物
町
長
発
止
と
語
る
」、
私
た
ち
の
実
名

は
伏
せ
て
、
小
生
の
発
案
で
共
通
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
は
〝
フ
ー
ド
ロ
ジ
ス
ト
〞（
風
土

人
の
造
語
）
と
し
て
、
そ
の
Ａ
は
服
部
、

Ｂ
が
西
川
、
Ｃ
は
市
川
と
最
終
回
で
明
か

し
た
次
第
。
快
く
応
対
し
て
下
さ
っ
た
町

長
の
尊
名
と
掲
載
誌
の
年
次
と
通
算
番
号

は
次
の
通
り
。
平
成
の
大
合
併
で
当
時
の

町
名
は
残
念
な
が
ら
歴
史
的
地
名
に
な
っ

た
所
も
あ
り
ま
す
。
名
物
町
長
発
止
と
語

る
…
月
刊
誌
『
太
陽
』
平
凡
社
、
NO
．
2

6
5
（
1
9
8
4
．6
）
〜
NO
．2
7
8（
1

9
8
5
．6
）
は
以
下
の
通
り
…

1
．イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
Ｈ
＝
服
部
銈
二
郎

NO
．2
6
5　

愛
媛
県
内
子
町
長
・

河
内
紘
一

2
．イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
Ｎ
＝
西
川　

治

NO
．2
6
6　

東
京
都
八
丈
町
長
・

奥
山
日
出
男

3
．イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
I
＝
市
川
健
夫

NO
．2
6
7　

長
野
県
信
濃
町
長
・

小
林
一
雄

4
．Ｈ:

NO
．2
6
8　

佐
賀
県
有
田
町
長
・

青
木
類
次

5
．Ｎ:

NO
．2
6
9　

宮
城
県
中
新
田
町
長
・

本
間
俊
太
郎

6
．I:

NO
．2
7
0　

岐
阜
県
穂
積
町
長
・

松
野　

友

7
．Ｈ:

NO
．2
7
3　

山
形
県
山
辺
町
長
・

稲
村
久
伝

8
．Ｎ:

NO
．2
7
4　

兵
庫
県
社
町
長
・

石
古　

勲

9
．I:

NO
．2
7
5　

沖
縄
県
与
那
国
町
長
・

入
仲
誠
三

10
．Ｈ:
NO
．2
7
6　

岡
山
県
牛
窓
町
長
・

新
地　

勇

11
．I:

NO
．2
7
7　

北
海
道
斜
里
町
長
・

船
津
英
雄

12
．Ｎ:

NO
．2
7
8　

茨
城
県
玉
造
町
長
・

坂
本
常
蔵

も
し
も
総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら

　

最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
服
部
教
授
が

担
当
、
応
対
下
さ
っ
た
の
は
愛
媛
県
内
子

町
長
河
内
紘
一
氏
。
掲
載
紙
面
の
見
開
き

右
ペ
ー
ジ
に
は
町
の
俯
瞰
写
真
と
観
光

マ
ッ
プ
、簡
潔
な
内
子
町
の
紹
介
。左
ペ
ー

ジ
上
段
に
は
三
八
歳
の
誕
生
日
に
町
長
に

当
選
し
た
河
内
氏
の
笑
顔
。
本
文
は
風
土

人
Ａ
の
問
い
掛
け
で
始
ま
る
。「
お
国
自

慢
の
な
い
町
は
殺
風
景
で
つ
ま
ら
な
い
も

の
で
す
が
、
内
子
町
の
お
国
自
慢
は
何
で

し
ょ
う
か
」
と
。
町
長
「
内
子
で
は
町
並

み
保
存
運
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
八

日
市
に
続
く
白
壁
の
町
並
み
は
内
子
の

顔
、
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
町
並
み
は
、
内
子

の
木
蝋
生
産
、
こ

れ
は
宝
暦
四
（
一

七
五
四
）
年
に
始

ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
生
産
が
の
び

て
、
海
外
に
輸
出

さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
経
済
力
が
貯

え
ら
れ
た
明
治
の

中
ご
ろ
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
遍
路
道
や

金
比
羅
参
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
名

刹
高
昌
寺
の
門
前
町
と
し
て
も
早
く
か
ら

開
か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
要

素
が
集
成
さ
れ
た
も
の
と
み
て
い
ま
す
」

と
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、〝
御
先
祖
様
は

楠
木
正
成
、
滅
私
奉
公
の
血
が
流
れ
る
〞

（
最
初
の
ゴ
チ
見
出
し
）
町
長
と
の
家
庭

生
活
も
は
さ
ん
で
の
、
楽
し
い
会
話
が
弾

む
。
続
く
三
つ
の
見
出
し
は
、〝
町
長
な

ん
か
や
め
ろ
と
口
を
揃
え
る
子
ど
も
た

ち
〞
に
〝
高
次
元
農
業
の
振
興
と
内
子
文

化
の
創
造
〞、
結
び
は
〝
も
し
も
総
理
大

臣
に
な
っ
た
ら
八
割
自
治
行
政
を
推
進
す

る
〞
と
の
意
気
に
感
じ
て
、
風
土
人
Ａ
は

名
文
で
締
め
括
る
。「
語
尾
が
や
や
尻
上

が
り
す
る
よ
う
な
方
言
交
じ
り
の
話
し

方
、
町
長
の
笑
い
声
は
、
黒
光
り
す
る
頑

丈
な
大
黒
柱
に
反
響
し
、
高
い
天
井
に
吸

い
込
ま
れ
る
。郷
土
の
政
治
家
の
大
先
輩
、

大
平
さ
ん
を
彷
彿
さ
せ
る
風
貌
、
親
し
み

の
も
て
る
童
顔
、
話
し
に
つ
い
引
き
込
ま

れ
て
行
く
」
と
。
全
文
を
転
載
で
き
な
い

の
は
残
念
至
極
。

い
き
な
り
〝
名
物
〞
非
難

　

風
土
人
Ｂ
は
、
こ
の
連
載
の
第
八
回
目

に
兵
庫
県
社
町
（
現
在
は
加
東
市
内
）
を

選
ん
だ
。
こ
の
町
は
、
明
石
市
を
通
る
日

西川　治（にしかわ　おさむ）

　東京大学名誉教授、（財）日本地図セン
ター研究顧問、（財）地図情報センター顧
問、福武学術文化振興財団理事、富士学
会名誉会長
　1925年東京生まれ、東京帝国大学理学
部地理学科卒業、理学博士、1971年東京
大学教授、1984年放送大学客員教授、
1987年立正大学教授。
　第一三期日本学術会議会員、東北開発
審議会専門委員、文部省大学設置審議会
専門委員、全国町村会町村自治研究会委
員、全国知事会自治制度研究会委員、多
摩市総合計画審議会会長、日本地理学会
会長などを歴任。
　主な著書に「人文地理学入門」（東京
大学出版会）、「地球時代の地理思想」（古
今書院）、「農村のヒューマンエコロジー」
（古今書院）、「日本観と自然環境」（暁印
書館）、地球人の地図思考」（暁印書館）、
「日本水土考の余滴」（デマンド）など
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本
標
準
時
子
午
線
と
中
国
自
動
車
道
が
交

わ
る
付
近
に
あ
る
。
古
く
は
佐
保
社
と
呼

ば
れ
、
そ
の
名
は
佐
保
神
社
に
由
来
。
国

宝
の
朝
光
寺
、
重
文
指
定
の
上
鴨
川
住
吉

神
社
の
神
事
舞
、
西
国
二
五
番
札
所
の
清

水
寺
な
ど
で
有
名
。
当
時
は
田
と
草
と
山

の
町
に
国
立
の
兵
庫
教
育
大
学
が
設
置
さ

れ
た
。
塀
の
な
い
学
園
に
は
桜
・
木
蓮
・

花
水
木
が
次
々
に
咲
き
競
う
。
国
際
的
視

野
に
立
っ
て
産
学
住
一
体
の
町
づ
く
り
に

励
む
石
古
町
長
（
五
三
歳
）
を
訪
ね
た
。

Ｂ
よ
り
六
歳
若
い
が
な
か
な
か
の
貫
禄
。

（
以
下
、
掲
載
誌
か
ら
の
引
用
は
適
宜
簡

略
化
）。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
趣
旨
を
述
べ

る
や
い
な
や
、「
私
は
名
物
町
長
で
も
な

い
し
、
大
し
た
者
じ
ゃ
な
い
。『
太
陽
』

の
こ
う
い
う
言
葉
は
気
に
い
ら
な
い
。
真

剣
そ
の
も
の
で
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」

と
の
ご
挨
拶
。
Ｂ
「
こ
れ
は
面
白
い
。
で

は
名
物
批
判
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
。」

町
長
「
行
政
と
い
う
も
の
は
、
町
長
と
か

市
長
な
ど
が
一
人
で
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
。
住
民
が
や
る
ん
で
す
」。
Ｂ
「
そ

れ
が
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
よ
ね
」。

町
長
「
住
民
か
ら
す
れ
ば
、
町
長
が
〝
名

物
〞
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
も
名
物

じ
ゃ
な
い
か
と
、
お
ち
ょ
く
ら
れ
た
ら
、

怒
り
ま
す
が
な
。
だ
か
ら
私
は
〝
し
ま
っ

た
〞
と
お
も
っ
た
、
お
断
り
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
。
雑
誌
を
見
る
前
に
Ｏ
Ｋ
し
て

し
ま
っ
た
も
ん
だ
か
ら
」。
Ｂ
「
後
の
祭

り
で
す
ね
。
兵
庫
教
育
大
学
の
某
先
生
に

伺
い
ま
し
た
が
、
石
古
町
長
は
〝
名
物
〞

と
い
う
と
ご
機
嫌
が
悪
い
そ
う
で
す
ね
」。

町
長「
わ
し
は
全
国
の
町
長
に
代
わ
っ
て
、

一
ぺ
ん
文
句
を
言
っ
て
お
か
な
き
ゃ
、
と

思
っ
た
」。

さ
す
が
大
名
物
の
器
量

　

次
に
、
な
ぜ
こ
の
町
に
国
立
大
学
の
誘

致
に
成
功
し
た
の
か
、
お
尋
ね
し
た
。
町

長
「
当
時
、
大
学
局
長
に
厳
然
と
意
見
を

申
し
上
げ
た
。
日
本
は
国
が
狭
い
か
ら
、

せ
っ
か
ち
な
国
民
性
に
な
る
の
か
し
ら
な

い
け
れ
ど
、
大
ら
か
な
人
間
生
活
を
す
る

国
民
性
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
一

つ
く
ら
い
、
素
朴
な
田
舎
で
日
本
人
を
つ

く
る
教
育
こ
そ
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
」。
Ｂ
「
全
く
同
感
で
す
」。
町
長
「
そ

れ
で
な
、
私
は
申
し
上
げ
た
。
社
町
に
都

市
機
能
は
な
い
け
れ
ど
も
、
桜
の
木
を
五

〇
〇
本
、
住
民
の
力
で
植
え
ま
し
ょ
う
。

木
蓮
も
三
〇
〇
本
大
学
に
も
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
」。
そ
の
何
ヵ
月
後
に
局
長
に

出
会
っ
た
ら
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
い
う
木
を

ご
存
じ
か
、
と
き
か
れ
て
、
そ
の
時
は
知

ら
な
か
っ
た
が
、
花
水
木
も
三
〇
〇
本
植

え
ま
し
ょ
う
、
と
約
束
。
後
で
一
本
一
万

円
も
す
る
と
知
っ
て
、
え
ら
い
こ
と
に

な
っ
た
、
三
〇
〇
万
円
を
予
算
化
せ
に
ゃ

な
ら
ん
。
困
っ
た
挙
げ
句
、（
財
）
日
本

さ
く
ら
の
会
事
務
局
長
に
頼
ん
で
こ
れ
も

実
現
。
植
樹
や
管
理
は
住
民
の
「
花
と
緑

の
協
会
」
員
の
奉
仕
。
風
土
人
Ｂ
「
昨
日
、

大
学
を
訪
問
し
た
ん
で
す
が
、
谷
口
学
長

が
玄
関
ま
で
見
送
っ
て
下
さ
っ
て
、
町
長

の
お
か
げ
で
こ
ん
な
に
植
樹
が
で
き
た

と
、
感
慨
深
げ
に
申
さ
れ
ま
し
た
よ
」。

町
長
「
こ
れ
が
日
本
の
教
育
に
対
す
る
社

町
住
民
の
心
か
ら
の
奉
仕
で
す
」。
花
も

実
も
あ
る
名
調
子
の
語
り
に
聞
き
惚
れ

て
、
な
か
な
か
口
を
は
さ
め
な
い
。

　

大
物
社
長
を
口
説
く
の
も
石
古
町
長
の

芸
の
う
ち
。
工
業
団
地
に
は
、
リ
コ
ー
・

松
下
電
器
・
富
士
通
の
工
場
誘
致
に
も
成

功
、
こ
れ
も
異
例
。
し
か
し
、
最
初
に
手

を
つ
け
て
い
た
富
士
通
が
な
か
な
か
き
て

く
れ
な
か
っ
た
。
社
長
は
年
に
三
、
四
回

し
か
大
阪
支
店
に
や
っ
て
こ
な
い
。
友
人

の
つ
て
で
再
度
の
面
会
。
町
長
「
挨
拶
の

後
、
わ
し
は
例
の
国
立
大
学
の
一
件
を
話

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
な
〝
小
林
さ
ん
、
富

士
通
は
日
本
一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社

だ
が
、
い
つ
ま
で
外
国
が
日
本
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て

る
ん
で
す
か
〞
と
言
っ
た
ら
、〝
え
ら
い

こ
と
を
言
う
、
そ
ん
な
の
判
ら
ん
〞
と
い

う
わ
け
で
す
が
な
。
そ
れ
で
は
、
企
業
秘

密
な
ん
て
言
っ
て
な
い
で
、
小
学
生
や
中

学
生
に
富
士
通
の
工
場
の
生
産
状
況
を
見

せ
て
や
れ
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
ん
な
に
し
て

働
い
て
い
る
か
を
。
日
本
の
レ
ベ
ル
を

も
っ
と
あ
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
ら

の
知
識
を
子
供
に
与
え
て
や
ら
な
き
ゃ
い

か
ん
。社
町
に
も
中
小
企
業
が
あ
る
か
ら
、

技
術
指
導
を
し
て
や
っ
て
く
れ
、
あ
ん
た

の
工
場
の
中
に
実
習
所
か
教
室
み
た
い
な

も
の
を
一
つ
か
二
つ
作
っ
て
欲
し
い
、
と

注
文
を
つ
け
ま
し
た
の
や
」。
Ｂ
「
そ
の

場
を
借
り
て
稼
ぐ
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、

そ
の
地
域
の
教
育
な
り
文
化
な
り
に
寄
与

す
る
の
も
企
業
の
社
会
的
責
任
で
す
よ

ね
」。
町
長
「
そ
し
た
ら
社
長
が
、〝
お
前

は
勉
強
し
た
男
や
な
〞
と
言
っ
て
く
れ
た

り
し
て
、
一
時
間
も
話
を
し
た
ん
で
す
。

桜
の
話
ま
で
し
ま
し
た
が
な
（
笑
い
）」。

　

ま
だ
ま
だ
再
録
し
た
い
業
績
は
多
々
あ

れ
ど
、
や
む
な
く
割
愛
。
お
み
や
げ
に
頂

戴
し
た
色
紙
に
は
「
耕
不
盡
」、
町
長
が

お
好
き
な
禅
語
の
一
つ
、
書
は
中
学
時
代

か
ら
励
み
、
号
は
「
秀
草
」。
町
長
宅
の

二
階
は
六
畳
一
間
、
奥
方
も
立
ち
入
り
禁

止
の
天
守
閣
。
独
り
書
を
か
き
、
丹
波
焼

き
を
鑑
賞
し
た
り
、
静
か
に
心
を
養
う
。

名
物
を
超
越
し
た
花
の
町
長
は
ま
だ
五
三

歳
、
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
活
躍
を
期
待
、

地
方
の
時
代
を
確
認
で
き
た
体
験
談
を
、

一
先
ず
こ
れ
に
て
お
さ
め
る
こ
と
に
致
し

ま
す
。
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全
国
人
口
は
3
年
ぶ
り
に
減
少

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
人
口
、人
口
動
態
、世
帯
数
（
2

0
1
0
年
3
月
31
日
現
在
）を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
人
口
は
1
億
2
7

0
5
万
7
8
6
0
人
で
、
前
年
よ
り
1
万

8
3
2
3
人
減
少
し
、
3
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
た
。全
国
人
口
は
調
査
開
始
以
来
、

06
年
に
初
め
て
減
少
（
3
5
0
5
人
減
）

し
、
07
年
も
減
少
（
1
5
5
4
人
減
）。

08
年
、
09
年
と
増
加
し
て
い
た
が
、
再
び

減
少
と
な
っ
た
。
な
お
、
全
国
人
口
の
男

女
別
内
訳
を
み
る
と
、
男
性
は
6
2
0
8

万
4
3
5
人
で
構
成
比
は
48
・
86
％
、
女

性
は
6
4
9
7
万
7
4
2
5
人
で
構
成
比

は
51
・
14
％
と
な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
別
の
人
口
が
多
い
上
位
5
団

体
は
、
東
京
（
1
2
6
0
万
人
）、
神
奈

川（
8
8
8
万
人
）、大
阪（
8
6
8
万
人
）、

愛
知
（
7
2
3
万
人
）、
埼
玉
（
7
1
2

万
人
）
の
順
。
一
方
、
人
口
が
少
な
い
の

は
鳥
取
（
59
万
人
）、
島
根
（
72
万
人
）、

高
知
（
77
万
人
）、
徳
島
（
79
万
人
）、
福

井
（
80
万
人
）
の
順
。
な
お
、
人
口
が
多

い
上
位
9
団
体
で
、
全
国
人
口
の
半
分
以

上
（
52
・
60
％
）
を
占
め
て
い
る
。

都
道
府
県
別
に
人
口
増
減
の
状
況
を
み

る
と
、
9
団
体
（
前
年
10
団
体
）
で
人
口

が
増
加
し
、
前
年
に
比
べ
1
団
体
減
っ
て

い
る
（
兵
庫
が
減
少
に
転
じ
た
）。
対
前

年
の
人
口
増
加
数
が
最
も
多
い
の
は
、
東

京
で
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
順
。
一
方
、
対

前
年
の
人
口
増
加
数
が
最
も
少
な
い
の
は

北
海
道
で
、
福
島
、
青
森
が
続
い
て
い
る
。

人
口
増
加
率
が
最
も
高
い
の
は
沖
縄

（
0
・
60
％
）で
、次
い
で
東
京（
0
・
49
％
）、

神
奈
川
（
0
・
42
％
）
の
順
。
人
口
増
加

率
が
最
も
低
い
の
は
秋
田（
△
0
・
94
％
）、

次
い
で
青
森
（
△
0
・
83
％
）、
岩
手
（
△

0
・
75
％
）
の
順
で
続
い
て
い
る
。

町
村
部
人
口
が
86
万
人
減
少

全
国
の
人
口
を
市
部
と
町
村
部
に
分
け

て
み
る
と
、
市
部
人
口
は
毎
年
増
加
し
、

2
0
1
0
年
は
1
億
1
4
9
5
万
4
5
1

2
人
（
90
・
5
％
）
で
、
前
年
に
比
べ
85

万
1
0
7
3
人
（
0
・
75
％
）
増
加
。
一

方
、
町
村
部
人
口
は
96
年
以
降
毎
年
減
少

し
、
2
0
1
0
年
は
1
2
1
0
万
3
3
4

8
人
（
9
・
5
％
）
で
、
86
万
9
3
9
6

人（
△
6
・
70
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。

な
お
、
09
年
度
に
お
け
る
市
制
施
行
及
び

合
併
に
よ
り
、
町
村
部
か
ら
市
部
へ
移
動

し
た
人
口
は
79
万
7
7
2
8
人
だ
っ
た
。

市
の
中
で
最
も
人
口
が
多
い
の
は
横
浜

市
（
3
6
2
万
人
）
で
、
次
い
で
大
阪
市

（
2
5
3
万
人
）、
名
古
屋
市
（
2
1
7
万

人
）の
順
。
2
万
人
未
満
の
市
は
13
市
で
、

少
な
い
方
か
ら
歌
志
内
市
（
4
5
8
9

人
）、
三
笠
市
（
1
万
6
7
3
人
）、
夕
張

市
（
1
万
1
2
1
3
人
）
の
順
で
続
く
。

5
万
人
超
の
町
村
は
4
町
村
で
岩
手
県
滝

沢
村
（
5
万
3
4
8
1
人
）、
広
島
県
府

中
町
（
5
万
7
8
1
人
）、
千
葉
県
大
網

白
里
町
（
5
万
7
2
0
人
）、
埼
玉
県
白

岡
町
（
5
万
1
4
4
人
）。
5
0
0
人
未

満
の
町
村
は
7
村
で
、
少
な
い
方
か
ら
東

京
都
青
ヶ
島
村
（
1
6
5
人
）、
東
京
都

利
島
村
（
2
9
7
人
）、
東
京
都
御
蔵
島

村
（
3
0
3
人
）
の
順
で
続
い
て
い
る
。

三
大
都
市
圏
の
人
口
は
6
4
1
7
万
1

3
2
4
人
で
、全
国
人
口
の
50
・
51
％
（
前

年
50
・
37
％
）
と
な
り
、
4
年
連
続
し
て

50
％
を
超
え
た
。
一
方
、
地
方
圏
の
人
口

は
6
2
8
8
万
6
5
3
6
人
で
、
全
国
人

口
の
49
・
49
％
（
前
年
49
・
63
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
世
帯
数
は
5
3

3
6
万
2
8
0
1
世
帯
で
、
前
年
に
比
べ

48
万
4
9
9
9
世
帯
、
0
・
92
％
の
増
加
。

1
世
帯
平
均
構
成
人
員
は
2
・
38
人
で
、

住
民
基
本
台
帳
制
度
の
発
足
以
来
、
毎
年

減
少
し
て
い
る
。
1
世
帯
の
平
均
構
成
人

員
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
最
も
多
い

の
は
福
井
で
、
山
形
、
富
山
の
順
。
逆
に

最
も
少
な
い
の
は
東
京
で
、
北
海
道
、
鹿

児
島
が
続
く
。

住民基本台帳人口（2010年3月末現在） 総務省

町村部人口は15年連続で減少
～全国人口 1億2,705万7,860人～
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自
然
増
加
数
は

3
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

人
口
動
態
を
み
る
と
、自
然
増
加
数（
出

生
者
数
-死
亡
者
数
）
は
、
△
7
万
3
0

2
4
人
。
人
口
動
態
の
調
査
開
始
以
来
、

05
年
度
に
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
06

年
度
は
一
た
ん
プ
ラ
ス
に
回
復
し
た
も
の

の
、
07
年
度
か
ら
09
年
度
ま
で
3
年

連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
全

国
の
出
生
者
数
は
05
年
度
に
過
去
最

低
を
記
録
し
、
06
年
度
、
07
年
度
と

や
や
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
08
年

度
は
再
び
減
少
し
、
09
年
度
（
1
0

7
万
3
0
8
1
人
）
も
引
き
続
き
減

少
し
た
。
一
方
、
死
亡
者
数
は
調
査

開
始
以
来
増
加
傾
向
に
あ
り
、
09
年

度
は
過
去
最
高
の
1
1
4
万
6
1
0

5
人
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
が
自
然
増
加
と
な
っ
て
い
る

都
道
府
県
は
前
年
か
ら
1
団
体
減
っ

て
9
団
体
（
石
川
県
が
減
少
に
転
じ

た
）。
自
然
増
加
数
が
最
も
多
い
の

は
愛
知
（
1
万
4
4
4
5
人
）
で
、

神
奈
川
（
1
万
3
8
4
2
人
）、
東

京
（
8
3
9
2
人
）
が
続
く
。
自
然

増
加
率
で
は
、
沖
縄
（
0
・
50
％
）

が
人
口
動
態
の
調
査
を
始
め
た
昭
和

54
年
度
以
降
31
年
連
続
し
て
ト
ッ
プ

で
、
次
い
で
愛
知
（
0
・
20
％
）、

滋
賀
（
0
・
16
％
）
の
順
。
ま
た
、
自
然

増
加
数
が
最
も
少
な
い
の
は
北
海
道
（
△

1
万
3
3
3
0
人
）
で
、次
い
で
新
潟
（
△

7
6
0
7
人
）、
秋
田
（
△
6
8
8
0
人
）

が
続
く
。
自
然
増
加
率
が
最
も
低
い
の
は

秋
田
（
△
0
・
61
％
）
で
、
高
知
（
△
0
・

52
％
）、
島
根
（
△
0
・
43
％
）
の
順
。

人
口
が
社
会
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
は

12
団
体
（
前
年
9
団
体
）
で
、
前
年
か
ら

3
団
体
増
え
た
。
社
会
増
加
数
（
転
入
者

等
数
-転
出
者
等
数
）が
最
も
多
い
の
は
、

東
京
（
5
万
3
2
6
2
人
）
で
、
次
い
で

神
奈
川
（
2
万
3
2
8
7
人
）、千
葉
（
2

万
1
6
7
6
人
）
の
順
。
社
会
増
加
率
が

最
も
高
い
の
は
東
京
（
0
・
42
％
）
で
、

次
い
で
千
葉
（
0
・
35
％
）、
埼
玉
（
0
・

27
％
）
が
続
く
。
一
方
、
社
会
増
加
数
が

最
も
少
な
い
の
は
北
海
道
（
△
9
3
3
2

人
）
で
、
福
島
（
△
6
6
1
1
人
）、
青

森
（
△
5
7
4
9
人
）
の
順
。
社
会
増
加

率
が
最
も
低
い
の
は
青
森
（
△
0
・
41
％
）

で
、
次
い
で
岩
手
（
△
0
・
34
％
）、
秋

田
（
△
0
・
32
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

▼市部及び町村部の人口動態
区　　　分 市　　　部 町　村　部

平成21年 3 月31日現在人口 （A）
平成21年度に市制施行及び編入合併により
町村部から市部へ移動した人口 （B）

114,103,439　人

797,728　人

12,972,744　人

 △ 797,728　人

平
成
21
年
度

自然増加数（C）  △ 29,200　人  △ 43,824　人

自然増加率（C）／｛（A）＋（B）｝  △ 0.03　％  △ 0.36　％

社会増加数（D） 82,545　人  △ 27,844　人

社会増加率（D）／｛（A）＋（B）｝ 0.07　％  △ 0.23　％

増加人口（B）＋（C）＋（D）＝（F）
　　　　［（C）＋（D）＝（E）］

851,073　人
［　 53,345　 ］

 △ 869,396　人
［△ 71,668　 ］

増加率（F）／（A）
　　　　　［（E）／｛（A）＋（B）｝］

0.75　％
［　 0.05　 ］

 △ 6.70　％
［△ 0.59　 ］

平成22年 3 月31日現在人口（A）＋（F） 114,954,512　人 12,103,348　人

▼人口の多い町村
順位 町　村　名 人口（人）
1 滝沢村 （岩手県） 53,481
2 府中町 （広島県） 50,781
3 大網白里町 （千葉県） 50,720
4 白岡町 （埼玉県） 50,144
5 那珂川町 （福岡県） 49,591
6 東浦町 （愛知県） 48,648
7 長久手町 （愛知県） 48,069
8 寒川町 （神奈川県） 47,581
9 杉戸町 （埼玉県） 47,270
10 富谷町 （宮城県） 47,211
11 阿見町 （茨城県） 46,762
12 野々市町 （石川県） 46,293
13 音更町 （北海道） 45,395
14 熊取町 （大阪府） 44,566
15 志免町 （福岡県） 43,013
16 長与町 （長崎県） 42,656
17 粕屋町 （福岡県） 42,267
18 伊奈町 （埼玉県） 42,107
19 武豊町 （愛知県） 41,713
20 愛川町 （神奈川県） 40,780

▼人口の少ない町村
順位 町　村　名 人口（人）
1 青ヶ島村 （東京都） 165
2 利島村 （東京都） 297
3 御蔵島村 （東京都） 303
4 粟島浦村 （新潟県） 345
5 三島村 （鹿児島県） 351
6 渡名喜村 （沖縄県） 419
7 大川村 （高知県） 469
8 北山村 （和歌山県） 504
9 北大東村 （沖縄県） 514
10 平谷村 （長野県） 517
11 野迫川村 （奈良県） 556
12 十島村 （鹿児島県） 579
13 檜枝岐村 （福島県） 617
14 売木村 （長野県） 619
15 知夫村 （島根県） 640
16 渡嘉敷村 （沖縄県） 678
17 上北山村 （奈良県） 697
18 丹波山村 （山梨県） 708
19 粟国村 （沖縄県） 837
20 小菅村 （山梨県） 842
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▼住民基本台帳に基づく都道府県別の人口及び世帯数

都道府
県　名

人　　　　口 世　　　　帯
平成22年 3 月31日
人　口　数

A
人

平成21年 3 月31日
人　口　数

B
人

増加数

A－B
人

増加率
A－B　
B

％

前　年
増加率

％

平成22年 3 月31日
世　帯　数

C
世帯

1世帯平均
構成人員
A／ C

人

前　年
1世帯平均
構成人員

人
北海道 5,520,894 5,543,556 △ 22,662 △ 　0.41 △ 　0.51 2,654,310 2.08 2.10
青　森 1,405,535 1,417,278 △ 11,743 △ 　0.83 △ 　0.93 571,091 2.46 2.50
岩　手 1,345,007 1,355,205 △ 10,198 △ 　0.75 △ 　0.84 503,139 2.67 2.71
宮　城 2,329,344 2,330,898 △ 1,554 △ 　0.07 △ 　0.17 906,925 2.57 2.59
秋　田 1,108,237 1,118,735 △ 10,498 △ 　0.94 △ 　1.07 419,270 2.64 2.68
山　形 1,176,759 1,185,100 △ 8,341 △ 　0.70 △ 　0.75 397,683 2.96 2.99
福　島 2,051,626 2,063,769 △ 12,143 △ 　0.59 △ 　0.57 749,760 2.74 2.77
茨　城 2,979,139 2,979,639 △ 500 △ 　0.02 △ 　0.08 1,121,039 2.66 2.69
栃　木 2,000,774 2,003,954 △ 3,180 △ 　0.16 △ 　0.14 753,859 2.65 2.68
群　馬 2,004,786 2,008,842 △ 4,056 △ 　0.20 △ 　0.16 766,784 2.61 2.64
埼　玉 7,123,084 7,096,269 26,815 0.38 0.41 2,910,960 2.45 2.47
千　葉 6,149,799 6,124,453 25,346 0.41 0.55 2,573,718 2.39 2.41
東　京 12,609,912 12,548,258 61,654 0.49 0.69 6,296,239 2.00 2.01
神奈川 8,885,458 8,848,329 37,129 0.42 0.57 3,928,288 2.26 2.28
新　潟 2,391,091 2,401,803 △ 10,712 △ 　0.45 △ 　0.47 849,247 2.82 2.85
富　山 1,097,736 1,101,637 △ 3,901 △ 　0.35 △ 　0.43 388,425 2.83 2.86
石　川 1,162,950 1,165,013 △ 2,063 △ 　0.18 △ 　0.18 444,565 2.62 2.65
福　井 809,465 812,444 △ 2,979 △ 　0.37 △ 　0.36 272,292 2.97 3.00
山　梨 864,210 867,122 △ 2,912 △ 　0.34 △ 　0.50 335,689 2.57 2.60
長　野 2,161,572 2,168,926 △ 7,354 △ 　0.34 △ 　0.36 814,404 2.65 2.68
岐　阜 2,083,118 2,089,413 △ 6,295 △ 　0.30 △ 　0.29 745,569 2.79 2.83
静　岡 3,769,685 3,773,694 △ 4,009 △ 　0.11 △ 　0.05 1,440,680 2.62 2.64
愛　知 7,237,612 7,218,350 19,262 0.27 0.45 2,891,553 2.50 2.52
三　重 1,849,703 1,854,050 △ 4,347 △ 　0.23 △ 　0.12 724,893 2.55 2.58
滋　賀 1,386,570 1,382,321 4,249 0.31 0.32 510,070 2.72 2.75
京　都 2,551,706 2,555,650 △ 3,944 △ 　0.15 △ 　0.11 1,116,543 2.29 2.31
大　阪 8,683,035 8,676,622 6,413 0.07 0.07 3,901,462 2.23 2.25
兵　庫 5,586,182 5,586,254 △ 72 △ 　0.00 0.07 2,345,254 2.38 2.41
奈　良 1,411,715 1,414,970 △ 3,255 △ 　0.23 △ 　0.33 555,909 2.54 2.57
和歌山 1,032,779 1,038,729 △ 5,950 △ 　0.57 △ 　0.69 428,389 2.41 2.44
鳥　取 595,331 598,485 △ 3,154 △ 　0.53 △ 　0.65 226,434 2.63 2.66
島　根 723,182 727,793 △ 4,611 △ 　0.63 △ 　0.73 276,298 2.62 2.65
岡　山 1,939,449 1,943,864 △ 4,415 △ 　0.23 △ 　0.23 780,663 2.48 2.51
広　島 2,856,308 2,859,300 △ 2,992 △ 　0.10 △ 　0.17 1,226,633 2.33 2.35
山　口 1,464,275 1,471,715 △ 7,440 △ 　0.51 △ 　0.55 643,004 2.28 2.30
徳　島 796,897 800,825 △ 3,928 △ 　0.49 △ 　0.64 320,344 2.49 2.52
香　川 1,012,755 1,016,540 △ 3,785 △ 　0.37 △ 　0.27 410,801 2.47 2.49
愛　媛 1,457,950 1,464,307 △ 6,357 △ 　0.43 △ 　0.49 630,260 2.31 2.34
高　知 772,401 777,080 △ 4,679 △ 　0.60 △ 　0.89 349,612 2.21 2.24
福　岡 5,038,574 5,031,870 6,704 0.13 0.02 2,175,227 2.32 2.34
佐　賀 859,400 862,156 △ 2,756 △ 　0.32 △ 　0.30 309,659 2.78 2.80
長　崎 1,450,027 1,458,404 △ 8,377 △ 　0.57 △ 　0.73 611,343 2.37 2.40
熊　本 1,833,757 1,839,309 △ 5,552 △ 　0.30 △ 　0.29 729,603 2.51 2.54
大　分 1,206,976 1,211,042 △ 4,066 △ 　0.34 △ 　0.36 508,207 2.37 2.40
宮　崎 1,152,514 1,155,844 △ 3,330 △ 　0.29 △ 　0.45 500,694 2.30 2.33
鹿児島 1,722,405 1,728,554 △ 6,149 △ 　0.36 △ 　0.60 786,259 2.19 2.21
沖　縄 1,406,176 1,397,812 8,364 0.60 0.47 559,851 2.51 2.54
合　計 127,057,860 127,076,183 △  18,323 △ 　0.01 0.01 53,362,801 2.38 2.40
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お
年
寄
り
の
知
恵
と
技

全
国
同
様
、
例
年
よ
り
暑
い
夏
が
弥
栄
に

も
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
都
会
に
比
べ

る
と
源
流
の
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ
と
水
田
に

蓄
え
ら
れ
た
そ
の
水
の
お
陰
で
日
中
で
も
さ

わ
や
か
な
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
弥
栄
で
は

珍
し
く
32
度
を
超
え
た
日
、
働
き
者
の
オ
イ

チ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
を
訪
れ
る
と
「
か
弱

い
私
に
は
夏
は
や
れ
ん
よ
ぉ･･･

ア
ハ
ハ

言
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
お
ど
け
な
が
ら
夏
野
菜

の
収
穫
に
精
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
が
弥
栄
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
を
訪
問
す
る
と
、
納
屋
か
ら

様
々
な
道
具
が
出
て
き
ま
す
。
長
さ
1
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
き
な
の
こ
ぎ
り
や
、
牛
の
背

に
荷
物
を
載
せ
る
た
め
の
道
具
、
わ
ら
を
編

ん
で
縄
に
す
る
機
械
・
・
・
弥
栄
の
お
年
寄

り
が
暮
ら
す
家
庭
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
歴
史
民
俗
資
料
館
で
目
に
す
る
道
具
が

眠
っ
て
い
ま
す
。
農
山
村
に
暮
ら
す
お
年
寄

り
は
昭
和
初
期
の
モ
ノ
が
不
足
し
た
時
代
に

身
の
回
り
の
自
然
資
源
を
採
取
し
、
自
ら
の

手
で
加
工
し
、
使
い
な
が
ら
使
い
勝
手
が
良

い
よ
う
に
改
良
し
、
壊
れ
た
ら
修
理
し
て
、

長
く
大
切
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
暮
ら
し
が
豊
か
に

な
り
、
大
量
消
費
社
会
を
迎
え
、
身
の
回
り

の
環
境
に
合
わ
せ
て
加
工
し
作
る
「
技
」
は

や
が
て
薄
れ
、
こ
う
し
た
道
具
は
使
わ
れ
る

こ
と
な
く
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
れ

ら
の
道
具
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
モ
ノ
が
な
い
時
代
」
を
生
き
抜
い
て

き
た
人
々
が
持
つ
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
の
現
れ
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。「
作

る
技
」
が
消
え
る
と
当
然
「
修
理
す
る
技
」

も
消
え
て
い
き
ま
す
。
暮
ら
し
も
職
も
身
の

回
り
の
自
然
を
活
用
す
る
自
給
的
な
生
活
を

送
り
、
さ
ら
に
は
次
世
代
の
こ
と
を
考
え
、

そ
の
資
源
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
世
代

を
跨
い
だ
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
い
た
管
理

が
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
日
の
里
山
が

維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
が
周

知
の
よ
う
に
高
齢
化
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

身
の
回
り
の
自
然
に
手
入
れ
が
行
き
届
か
な

く
な
り
結
果
と
し
て
里
山
は
荒
れ
て
い
く
負

の
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

弥
栄
の
高
齢
者
と
の
会
話
で
、
現
代
で
は

使
わ
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
道
具
に
つ
い

て
盛
り
上
が
り
ま
す
。「
何
に
使
う
ん
で
す

か
？
」
と
聞
く
と
、「
昔
な
ぁ･･･

」
と
始

ま
り
、
時
に
は
数
時
間
に
わ
た
っ
て
、
若
い

こ
ろ
山
や
農
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
頃
の
話

し
を
懐
か
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い

う
話
題
は
自
分
の
子
ど
も
や
孫
に
も
あ
ま
り

さ
れ
な
い
―
私
も
親
か
ら
昔
の
話
を
聞
い
た

記
憶
は
な
く
、
聞
こ
う
と
し
た
こ
と
も
な
い

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
―
よ
う
で
、
弥
栄

生
ま
れ
弥
栄
育
ち
で
は
な
い
私
に
た
く
さ
ん

話
し
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
目
は
輝
き
、

往
年
の
職
人
魂
が
蘇
っ
た
か
の
よ
う
に
い
き

い
き
と
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
い
ま
こ
の
時
代
に
「
自

分
が
で
き
る
こ
と
」
を
探
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
の
よ
う
に
外
部
の
地
域
か
ら
農
村

に
居
を
移
し
た
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
そ
う
し
た

人
々
の
底
力
を
引
き
出
す
の
に
最
適
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

10
年
前
弥
栄
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
き
た
、
藤

井
礼
子
さ
ん
（
40
歳
）
は
お
年
寄
り
の
知
恵

や
技
を
引
き
出
す
達
人
。藤
井
さ
ん
は
埼
玉
、

東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、
三
味
線
な
ど
の
和
楽

器
の
製
造
販
売
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
里
山
で
暮
ら
し
た
い
と
家
族
4
人
で
弥

栄
に
き
た
一
人
で
す
。
公
民
館
の
嘱
託
職
員

を
経
て
現
在
は
安
城
公
民
館
主
事
を
務
め
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
藤
井
さ
ん
が
つ
く
っ
た
こ
と
は
ま

ず
、
高
齢
者
が
集
ま
る
場
と
し
て
の
公
民
館

を
築
き
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

話
せ
ば
話
す
ほ
ど
出
て
く
る
農
山
村
に
生
き

る
知
恵
と
技
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
蔵
に
入
り
、
煤
竹

（
す
す
だ
け･･･

い
ろ
り
の
煙
に
慰
撫
さ
れ
た

独
特
な
艶
を
も
つ
竹
）を
も
ら
っ
て
き
た
り
、

じ
ん
ば
り
（
柿
渋
を
塗
っ
た
敷
物
）
を
借
り

て
公
民
館
に
飾
っ
た
り
。
そ
う
い
う
懐
か
し

い
も
の
を
人
目
に
触
れ
る
場
に
出
す
と
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
題
は
尽

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
藤
井
さ
ん
が
公

民
館
主
事
に
な
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
事
業
は

高
齢
者
の
知
恵
や
技
を
活
か
す
取
り
組
み
ば

か
り
と
な
り
ま
し
た
。
館
長
の
小
谷
悟
さ
ん

は
弥
栄
生
ま
れ
の
弥
栄
育
ち
、
当
時
農
協
職

員
と
し
て
弥
栄
の
農
業
を
支
え
、
そ
の
後
、

村
議
会
議
員
と
な
り
、
非
常
に
地
域
に
精
通

し
猪
突
猛
進
の
藤
井
さ
ん
を
そ
っ
と
支
え
、

そ
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
に
公
民
館
に
は
人
々
が

集
ま
り
、
地
域
課
題
を
語
り
合
い
、
解
決
に

向
け
た
行
動
を
高
齢
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
都
会
に
生
ま
れ
都
会
で

育
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、「
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
私
に
は
何
も
出
来
な
い
け
ど
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
楽
し
み
を
作

れ
た
ら
」
と
控
え
め
な
言
葉
を
つ
ぶ
や
き
ま

す
が
、
高
齢
者
の
技
と
知
恵
の
奥
深
さ
と
そ

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
熱

里山からの
便り ②

N
P
O
法
人

　

I
N
E
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A
S
A

有
限
会
社
　
大
　
朝
　
交
　
通

皆 

田 

　
潔

地
域
の
底
力
を
引
き
出
す
Ⅰ
タ
ー
ン

い
〜
ね
！
　
お
お
あ
さ
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意
の
あ
る
行
動
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
役
割

平
成
19
年
夏
、
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
弥
栄
な
ど
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
た
「
国
土
施
策
創
発

調
査
事
業
〜
維
持
・
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
集

落
の
新
た
な
地
域
運
営
と
資
源
活
用
に
関
す

る
方
策
検
討
調
査
〜
」
に
お
い
て
、
弥
栄
と

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
私
が
、
不
足
す
る
地
域

運
営
の
担
い
手
を
支
援
し
、
途
切
れ
た
関
係

を
束
ね
、
地
域
活
動
を
維
持
す
る
と
い
う
仮

説
に
基
づ
き
、
小
規
模
高
齢
化
集
落
に
お
い

て
「（
集
落
の
）
見
つ
め
役
」、「（
資
源
の
）

見
つ
け
役
」、「（
人
材
の
）

支
え
役
」
と
し
て
「
里
山
プ

ラ
ン
ナ
ー
」
と
い
う
役
割
を

担
う
社
会
実
験
に
参
画
し
た

訳
で
す
が
、
藤
井
さ
ん
は
そ

れ
以
前
か
ら
そ
の
役
割
を
既

に
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
弥

栄
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
間

も
な
く
彼
女
に
出
会
い
、
弥

栄
の
様
々
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
事
業
で
作
ろ
う
と
し
て

い
た「
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
既
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
地
域
外
か

ら
訪
れ
た
人
材
は
こ
う
し
た

人
々
を
繋
ぎ
、
束
ね
る
こ
と

に
適
し
た
役
割
で
あ
る
こ
と

を
、
そ
の
役
を
担
う
の
が
目
的
で
配
置
さ
れ

た
自
ら
が
実
感
し
た
反
面
、
藤
井
さ
ん
と
の

会
話
の
な
か
で
、
外
部
人
材
は
孤
軍
奮
闘
し

が
ち
で
、
地
域
を
ま
と
め
て
い
く
上
で
相
談

す
る
人
が
著
し
く
乏
し
い
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。私
は
島
根
県
立
大
学
の
サ
ー
ク
ル「
里

山
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
の
力
を
借
り
て
、
労
働

力
が
不
足
す
る
場
面
で
学
生
が
一
緒
に
活
動

す
る
仕
組
み
を
作
り
、
高
齢
者
は
若
者
と
の

交
流
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
が
地
域
の
人
材
や
資
源
を
活
か

す
役
割
、
私
た
ち
は
労
働
力
を
補
完
す
る
役

割
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
と
す
る
分
野
を
分
担

し
て
進
め
る
こ
と
が
、
地
域
を
束
ね
て
い
く

上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
都
市
の
若

者
が
農
村
に
住
み
、
地
域
活
動
を
支
援
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
視
察
や
話
題
提
供
の

場
な
ど
で
は
必
ず
二
人
以
上
で
地
域
に
参
画

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
伝
え
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
う
し
た
経
験
か
ら
お
話
し
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

も
の
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

さ
て
、
藤
井
さ
ん
の
試
み
で
特
筆
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
も
の
づ
く
り
」
で
す
。
弥
栄
は
平
成
17
年

に
中
国
地
方
初
の
ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
認
定
さ

れ
注
目
を
集
め
、
現
在
で
も
多
く
の
観
光
客

が
ど
ぶ
ろ
く
を
お
み
や
げ
に
購
入
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
子
ど
も
が
口
に
出
来
る
産
品
が

な
か
っ
た
た
め
、
彼
女
は
弥
栄
産
原
料
に
こ

だ
わ
り
、
米
粉
と
有
精
卵
を
使
っ
た
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
な
ど
の
ス
ィ
ー
ツ
を
作

る
事
業
を
平
成
18
年
に
興
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
に
3
年
の
時
間
を
か
け
、後
継
者
不
足
、

米
価
の
低
迷
に
将
来
へ
の
危
機
感
を
強
く
抱

い
て
い
る
地
元
の
小
坂
農
業
生
産
組
合
と
二

人
三
脚
で
弥
栄
産
米
粉
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
を
世
に
出
し
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
米
粉
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ

は
全
国
各
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、当
時
、

ま
だ
米
粉
の
知
名
度
は
低
く
、
そ
の
質
も
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
試
行
錯
誤

の
末
、
グ
ル
テ
ン
を
使
用
し
な
く
て
も
膨
ら

む
米
粉
1
0
0
％
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
完

成
さ
せ
、
新
聞
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど

注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
公
民

館
主
事
と
パ
テ
ィ
シ
エ
の
、
弥
栄
を
こ
よ
な

く
愛
す
弥
栄
の
住
民
に
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
ほ
ど
の
人
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
20
ａ
の
耕
作
放
棄
地
を
借

り
、
農
業
未
経
験
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

コ
メ
作
り
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
所
の

農
家
も
請
け
負
う
こ
と
す
ら
出
来
な
か
っ
た

そ
の
農
地
も
、
藤
井
さ
ん
が
取
り
組
む
と
な

れ
ば
「
話
し
は
違
う
」
と
い
っ
た
感
じ
で
、

多
く
の
住
民
が
自
ら
の
農
作
業
の
合
間
を

縫
っ
て
藤
井
さ
ん
が
借
り
た
水
田
に
集
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
機
械
を
提
供
し
、
手
伝
い
を

買
っ
て
出
て
集
落
の
み
ん
な
で
栽
培
す
る
コ

メ
作
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
機
械
が
な
い
時
代
、
各
々
の
水
田
を

地
域
住
民
が
協
力
し
あ
っ
て
栽
培
し
て
い
た

時
代
の
話
し
を
思
い
出
し
、現
代
の
「
結
い
」

の
姿
を
こ
こ
に
見
た
気
が
し
ま
し
た
。
こ
の

水
田
の
近
隣
に
住
む
住
民
は
、
藤
井
さ
ん
が

仕
事
で
忙
し
く
て
管
理
が
で
き
な
い
期
間
、

何
も
言
わ
ず
、
水
田
に
入
り
手
で
雑
草
を
と

り
、
病
気
が
付
か
な
い
か
、
い
つ
も
様
子
を

み
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。「
来
年
も
草
と
り

し
て
あ
げ
る
か
ら
、
ず
っ
と
こ
こ
で
つ
く
っ

て
ね
」
と
、
草
刈
り
、
草
取
り
は
ど
の
作
業

よ
り
も
重
労
働
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
笑

顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
交
流
が

固
定
化
し
た
集
落
に
外
部
か
ら
人
々
が
寄
り

集
ま
る
事
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
や
生
き
甲
斐

△ 「しんばり」を地元小学生に紹介し、高齢者と子どもが接する機
会をつくりました。
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が
生
ま
れ
、
新
た
な
活
動
が
芽
生
え
た
の
で

す
。後

継
者
育
成
と
い
う
課
題

一
方
で
、
先
述
の
弥
栄
産
に
こ
だ
わ
っ
た

ス
ィ
ー
ツ
が
い
ま
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

有
精
卵
を
供
給
す
る
採
卵
鶏
農
家
を
営
む
Ｉ

タ
ー
ン
の
若
者
が
体
調
を
崩
し
、
最
盛
期
並

の
生
産
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
若
者
も
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
質
の
高

い
有
精
卵
を
産
ま
せ
る
技
術
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
に
も
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
孤
立
し
が

ち
な
特
徴
が
現
れ
て
い
ま
す
。
養
鶏
業
を
始

め
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、
い
く
ら
良
質
な

商
品
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
持
続
的
な
事
業

に
す
る
た
め
の
後
継
者
育
成
が
間
に
合
わ
な

い
と
い
う
背
景
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
元
々
従
業
員
で
あ
っ
た
後
任
の

方
が
、
研
究
を
重
ね
以
前
と
同
等
の
生
産
量

に
戻
す
努
力
を
日
々
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
述
べ
た
の
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
も

の
の
、一
人
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
住
民
を
繋
ぎ
、

協
働
で
取
り
組
み
、
一
つ
の
産
品
を
作
り
出

し
、
収
穫
の
喜
び
を
共
有
す
る
場
面
に
立
ち

会
い
、
地
域
外
の
人
材
が
地
域
を
盛
り
上
げ

る
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。そ

し
て
藤
井
さ
ん
の
水
田
に
集
ま
る
集
落

の
人
々
と
そ
の
強
い
絆
を
見
て
、
集
落
機
能

の
限
界
化
、
危
機
化
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、「
ま
だ
ま
だ
集
落
は
元
気
な
ん

だ
」
と
そ
の
底
力
を
実
感
し
、
様
々
な
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
み
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
住
民
の
変
化
が
弥
栄
の
魅
力
を
引
き
上
げ

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
有
精
卵
の
供
給
不
足
の
事
態
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
地
域

に
根
ざ
す
よ
う
に
な
る
ま
で
は
長
い
時
間
が

必
要
で
す
。
藤
井
さ
ん
は
「
Ｉ
タ
ー
ン
者
は

浮
き
草
み
た
い
な
も
の
、
最
初
は
花
が
咲
く

け
ど
根
が
な
い
か
ら
定
着
が
難
し
い
。
浮
い

て
い
ら
れ
る
の
は
10
年
」
と
話
し
ま
す
。
弥

栄
に
来
て
10
年
〜
20
年
経
つ
多
く
の
Ｉ
タ
ー

ン
者
が
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
地
域
に
根

を
張
っ
て
い
け
る
か
が
、課
題
と
言
え
ま
す
。

7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
長
野
県
町
村

会
の
主
催
に
よ
る
「
信
州
縦
断　

元
気
な
ふ

る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
2
0
1
0
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
7
年
目
を
迎
え
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内
58
町
村
が
地
域
住
民
と
の

協
働
で
行
う
収
穫
祭
、
農
業
祭
、
物
産
展
、

産
業
祭
等
を
県
内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
人
々
を
信
州
に
呼
び
、
地

元
特
産
品
、
農
林
産
物
の
紹
介
や
販
売
、
そ

し
て
地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
「
ふ

る
さ
と
（
町
村
）」
の
「
元
気
」
と
「
よ
さ
」

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

長
野
県
内
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
新
鮮

な
農
産
物
や
特
色
あ
る
産
品
に
出
会
え
た

り
、
大
自
然
と
の
触
れ
あ
い
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

ぜ
ひ
美
味
し
い
も
の
、
そ
し
て
「
町
村
の

元
気
」
を
探
し
に
ふ
る
さ
と
信
州
に
お
越
し

く
だ
さ
い 

。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
町
村
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
長
野
県
町
村
会

電
話
0
2
6

－

2
3
4

－

3
5
3
0ホームページ

http://machimura-nagano.jp/furusato2010/

△

 

農
家
の
方
に
使
い
方
を
教
わ
り
は
じ
め
て
肥
料

散
布
を
行
う
藤
井
さ
ん
（
左
）

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
０

信州
縦断
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本
町
庄
内
町
は
、
山
形
県
の
北
西
部
、
米

国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
映
画｢
お
く
り
び
と｣

の
ロ
ケ
地
酒
田
市
と
、
時
代
劇
で
有
名
な
小

説
家
「
藤
沢
周
平
」
の
生
誕
地
鶴
岡
市
、
こ

の
両
市
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
、
旧
立
川
町
、
旧
余
目
町
の

2
町
に
よ
る
平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
コ

メ
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
人
口
2
万
3
千
人

余
の
農
業
の
町
で
す
。

ま
た
、
松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
で
も

名
高
い
、
山
岳
信
仰
の
山
「
月
山
」、
そ
の

山
頂
を
有
し
、
全
国
の
お
い
し
い
コ
メ
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
サ
サ
ニ
シ
キ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

品
種
「
亀
の
尾
」
の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま

す
。
他
に
も
「
ス
ト
ッ
ク
」
や
「
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
」
な
ど
、
全
国
の
花
き
市
場
で
評
判

の
日
本
一
品
質
の
高
い
花
づ
く
り
な
ど
が
特

徴
で
す
。

さ
ら
に
、
近
年
、「
月
山
」
山
頂
か
ら
注

ぐ
「
立
谷
沢
川
」
の
水
が
、
環
境
省
の
「
平

成
の
名
水
1
0
0
選
」
に
、
経
済
産
業
省
の

「
新
エ
ネ
1
0
0
選
」
に
も
、
行
政
と
し
て

は
日
本
で
初
の
風
力
発
電
な
ど
へ
の
取
り
組

み
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ブ
ル
受
賞
は
、
東
北
・
北
海
道
地

区
で
は
庄
内
町
だ
け
で
あ
り
、
今
後
は
、
さ

ら
に
、環
境
に
や
さ
し
い
町
と
し
て
、グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
観
光
に
も
活
用
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

現
在
、
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、「
産
業

振
興
な
く
し
て
町
の
発
展
は
な
し
」
と
の
考

え
を
中
心
に
、
雇
用
の
確
保
や
景
気
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。建
築
を
中
心
に
、若
者
な
ど

の
定
住
化
も
図
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
地
元

の
業
者
に
仕
事
を
発
注
す
る
と
祝
金
が
も
ら

え
る「
持
家
住
宅
建
設
祝
金
制
度
」を
創
設
し

ま
し
た
が
、
2
年
間
で
13
億
円
余
の
地
元
の

仕
事
を
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
、第
2
の
公
共
事
業

と
し
て
県
内
や
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
で
は
、
昨
年
「
子
育
て
応
援

日
本
一
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
い
、
現
在
日
本

一
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
住
民

あ
げ
て
子
育
て
を
応
援
す
る
機
運
を
高
め
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
積
極
的
に
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
近
年
は
近
隣
市
町
村
か
ら
も
、

本
町
に
住
ん
で
子
育
て
を
し
た
い
、
と
い
っ

た
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
に
は
、｢

元
気
で
ご
長
寿
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指
し
、
徹
底
し
た
健

康
意
識
の
啓
蒙
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
近
年
、
県
内
市
町
村
の
中
で
、

国
保
会
計
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
低
位

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

疾
病
別
で
み
る
と
合
併
前
か
ら
合
併
後
の

平
成
17
年
と
21
年
で
の
比
較
で
は
、糖
尿
病
、

心
疾
患
、脳
疾
患
は
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
悪
性
新
生
物（
が
ん
）で
は
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
と
い
う
結
果
も
あ
り
、
今
年
か

ら
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
徹
底
を
図
り
、が

ん
検
診
の
無
料
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
肺
炎
が
原
因
で
亡
く
な
る
率
も
高

い
こ
と
か
ら
、
予
防
と
し
て
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
助
成
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
世
界
中
が
環
境
問
題
や
経

済
問
題
な
ど
で
、
大
変
革
の
様
相
を
呈
し
、

一
町
村
に
お
い
て
も
世
界
の
動
向
を
注
視

し
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
の
政
治
経

済
の
混
乱
も
当
分
収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
、

都
市
と
地
方
の
格
差
な
ど
、
こ
れ
ら
は
国
と

地
方
に
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

カ
オ
ス
（
混
沌
）
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地

方
か
ら
の
発
想
や
提
案
が
実
現
出
来
る
事
も

多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

地
方
分
権
一
括
法
が
2
0
0
0
年
4
月
に

施
行
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
10
年
に
な
り
ま
す
。

国
と
地
方
が
対
等
の
立
場
と
な
り
、
そ
の

地
方
の
特
色
を
生
か
し
て
等
し
く
生
き
残
れ

る
こ
と
が
真
の
地
方
分
権
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
地
方
が
求
め
る

権
限
の
移
譲
と
と
も
に
財
源
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
の
真
の
地
方
主
権
の
進
展

を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
我
々
地
方
も
、
国
に
求
め
る
だ
け

で
な
く
自
ら
も
変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
行
政
の
仕
組
み
や
仕
事
を
根
本
か
ら

見
直
し
、
公
開
度
を
高
め
、
住
民
、
議
会
、

行
政
が
、
よ
り
一
体
化
し
、
地
方
が
必
要
と

す
る
「
新
し
い
公
共
」
を
創
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
の
目
指
す
将
来
像
は
、「
自
然
は
み

ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
き
生
き
元
気
な
田

園
タ
ウ
ン
」、「
日
本
一
住
み
や
す
く
、
住
み

つ
づ
け
た
い
ま
ち
」
で
す
。

そ
の
挑
戦
か
ら
実
現
に
向
け
て
は
、
既
成

の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
発
想
を
転
換
し
、

住
民
と
の
真
の
「
協
働
と
参
画
」
を
深
め
、

共
に
輝
け
る
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

原は
ら 

田だ

　
眞ま 

樹き

山
形
県
庄し

ょ
う
な
い内町
長

「
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　   

挑
戦
か
ら
実
現
へ
！
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